
「 夢 」           愛知県西春日井郡豊山小学校 ６年２組 鈴木一郎 

僕の夢は一流のプロ野球選手になることです。そのためには、中学、高校と全国大会に出て活躍しなければ

なりません。活躍できるようになるためには練習が必要です。僕は３歳の時から練習を始めています。３歳か

ら７歳までは半年くらいやっていましたが、３年生の時から今までは３６５日中３６０日は激しい練習をやっ

ています。だから、１週間で友達と遊べる時間は５，６時間です。そんなに練習をやっているのだから、必ず

プロ野球の選手になれると思います。そして、球団は中日ドラゴンズか西武ライオンズです。ドラフト入団で

契約金は一億円以上が目標です。僕が自信があるのは投手か打撃です。去年の夏、僕達は全国大会に行きまし

た。そして、ほとんどの投手を見てきましたが自分が大会ナンバーワン選手と確信でき、打撃では県大会４試

合のうちホームランを３本打ちました。そして、全体を通した打率は５割８分３厘でした。このように自分の

納得のいく成績でした。そして、僕達は１年間負け知らずで野球ができました。だから、この調子でこれから

もがんばります。そして、僕が一流選手になって試合に出られるようになったら、お世話になった人に招待券

を配って応援してもらうのも夢の一つです。とにかく一番大きな夢は野球選手になることです。 

上の作文（愛知県西春日井郡豊山小学校卒業文集より原文のまま）は、皆さんもよく知っている、日本のプ

ロ野球だけでなく、アメリカのメジャーリーグでも大活躍したイチロー選手の作文です。小さいときから彼に

は野球選手になるという夢があり、その夢の実現に向けて当時の彼は小学校６年生であったにもかかわらず、

目標設定をしっかりと持ってそれに向けてたゆまぬ努力をした、その姿が目に浮かぶような作文です。目標に

向けて自分自身が何をすべきか、目標を達成するまでの道のりを楽しみながらも 

練習を重ね、練習を重ねることで自信をつけてきたイチロー選手。能力も才能も、 

この日々の努力があってこそ彼自身の力となったのではないでしょうか。君たち 

にも、夢を持ち、努力することを怠ることなく、そして、決してあきらめること 

なく充実した毎日を過ごしてもらいたいと思います。 （校長  坂井 伸治） 

保護者の皆さま、「いじめ問題」に限ることなく、ご家庭で何かお困りのことがありましたら、些細なことで

も構いませんので、学校の方へご相談ください。学校にできることも。確かに限界はあるとは思いますが、保

護者・地域の皆さまとしっかりと手を携えて子どもたちにとってより良い教育活動や一人ひとりの子どもたち

にとって少しでも支援できる活動を展開して参りたいと考えています。      （校長  坂井 伸治） 

◆ 夢と希望をもって何事にも挑戦！ 

大阪市立住吉中学校 校長室だより ～夢をきり拓く子どもたちのために～ 
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◆ ドラえもん「STAY HOME」プロジェクトより 
４月２９日に公開されたドラえもんからのメッセージ広告が 

話題となっています。外出の自粛を呼びかける心温まるメッセ 

ージとして、みんなの今の努力のおかげで、未来が守られるこ 

とを、本当に優しい言葉でもって綴られているメッセージです。 

きみがおうちにいてくれたから。ちゃんと手を洗ってくれた 

から。家族を想ってくれたから。ともだちと支えあってくれた 

から。やさしい気持ちでいてくれたから。病気の人を助けてく 

れたから。みんなのために働いてくれたから。未来を諦めない 

でいてくれたから。  「だいじょうぶ。未来は元気だよ。」   

 


